げんな かんえい 

元 和 か、 寛 永 か、 とにかく 遠い昔で ある。 

天主のお ん教を 奉ずる もの は、 その 頃で ももう 見つ 

ひ あぶ はりつけ あ 

かり 次第、 火炙り や 磔 に 遇わされ ていた。 しかし 迫 

あるじ 

害が 烈しいだ けに、 「万事に かない 給う おん 主」 も、 

しゅうと おんか ご 

その 頃 は 一 層 この 国の 宗徒に、 あらた かな 御 加護 を 加 

な が さ き 

えられた らしい。 長 崎 あたりの 村々 に は、 時々 日の 暮 

の 光と 一 しょに、 天使 や 聖徒の 見舞う 事が あった。 現 

にあの さん • じょ あん • ばちす たさえ、 一 度な ど は 

うら かみ しゅうと や へ え 

浦 上の 宗徒 みげ る 弥兵衛 の 水車小屋に、 姿 を 現した と 

しよ-つじん 

伝えられ ている。 と 同時に 悪魔 もまた 宗徒の 精進 を 

さまた こくじん 

妨げる ため、 あるいは 見慣れぬ 黒人と なり、 あるいは 



舶来の 草花と なり、 あるいは 網 代の 乗物と なり、 しば 

しば 同じ 村々 に 出没した。 夜昼 さえ 分たぬ 土の 牢に、 

^^弥 兵衛を 苦しめた 鼠 も、 実は 悪魔の 変化 だ つ 

たそうで ある。 弥兵衛 は 元 和 八 年の 秋、 十一 人の 宗徒 

ひ あぶ 

と 火炙りに なった。 —— その 元 和 か、 寛 永 か、 とに か 

く 遠い昔で ある。 

やはり 浦 上の 山里 村に、 おぎん と 云う 童女が 住んで 

ちちはは おおさか るろう 

いた。 おぎん の 父母 は大阪 から、 はるばる 長 崎へ 流浪 

して 来た。 が、 何もし 出さない 内に、 おぎん 一 人 を 残 

もちろん 

した まま、 二人とも 故人に なって しまった。 勿論 彼等 

他国 もの は、 天主のお ん教を 知る はず はない。 彼等の 



信じた の は 仏教で ある。 禅 か、 法 華 か、 それとも また 

浄土 か、 何にもせ よ 釈迦の 教 である。 ある 仏蘭西の 

ジ エス ウィット によれば、 天性 奸智に 富んだ 釈迦 は、 

支那 各地 を 遊歴しながら、 阿弥陀と 称する 仏の 道 を 説 

いた。 その後 また 日本の 国へ も、 やはり 同じ 道を教 

に 来た。 釈迦の 説いた 教 によれば、 我々 人間の 霊魂 は、 

その 罪の 軽重 深浅に 従い、 あるいは 小鳥と なり、 ある 

いは 牛と なり、 あるいは また 樹木と なる そうで ある。 

のみならず 釈迦 は 生まれる 時、 彼の 母 を 殺した と 云う。 

釈迦の 教の 荒誕な の は 勿論、 釈迦の 大悪 もまた 明白で 

ある。 (ジ アン. クラッセ) しかしお ぎんの 母親 は、 前 



にもち よいと 書いた 通り、 そう 云う 真実 を 知る はず は 

ない。 彼等 は 息 を 引きと つた 後 も、 釈迦の 教を 信じて 

いる。 寂しい 墓 原の 松の かげに、 末 は 「いんへ るの」 

に 堕ちる の も 知らず、 はかない 極楽 を 夢見て いる。 

しかしお ぎん は 幸いに も、 両親の 無知に 染まって い 

やまざと むら い あわれ 

ない。 これ は 山里 村 居つ きの 農夫、 憐 みの 深い じょ 

$ 」 し ち 

あん 孫 七 は、 とうに この 童女の 額へ、 ばぶ ちず ものお 

ん水を 注いだ 上、 まりやと 云う 名 を 与えて いた。 おぎ 

んは 釈迦が 生まれた 時、 天と地と を 指しながら、 

「天上 天下 唯我独尊」 と 獅子吼した 事な ど は 信じて い 

ごにゅうなん ご あいれん すぐ 

ない。 その代りに、 「深く 御 柔軟、 深く 御 哀憐、 勝れて 



うまし 

甘 くまし ます 童女さん た • まりあ 様」 が、 自然と 身 ご 

もった 事 を 信じて いる。 「十字架に 懸リ 死し 給い、 石 

の 御棺に 納められ 給い、」 大地の 底に 埋められた 3-- 

力が、 三日の 後よ み 返った 事 を 信じて いる。 御礼 明の 

喇叭 さえ 響き渡れば、 「おん 主、 大 いなる 御 威光、 大 

いなる 御 t 威勢 を 以て 天下り 給い、 土埃に なりたる 人々 

しきしん アニマ あわ 

の 色 身 を、 もとの 霊魂に 併せてよ み 返し 給い、 善人 は 

天上の 快楽 を 受け、 また 悪人 は 天狗と 共に、 地獄に 堕 

ち」 る 事 を 信じて いる。 殊に 「御言 葉の 御 聖徳に より、 

ばんと 酒の 色 形 は 変らず といえ ども、 その 正体 t はお 

ん 主 の 御 血肉と なり 変る」 尊い さがら めんと を 信じ 



ている。 おぎん の 心 は 両親の ように、 熱風に 吹かれた 

さばく そぼく の ば ら まじ 

沙漠で はない。 素朴な 野薔薇の 花 を 交えた、 実 リの豊 

かな 麦 畠で ある。 おぎん は 両親 を 失った 後、 じょ あん 

孫 七の 養女に なった。 孫 七の 妻、 じょ あんなお すみ も、 

やはり 心の 優しい 人で ある。 おぎん はこの 夫婦と 一 

しょに、 牛 を 追ったり 麦 を 刈ったり、 幸福に その 日 を 

送って いた。 勿論そう 云う 暮 しの 中に も、 村人の 目に 

キ J と-つ 

立たない 限り は、 断食 や 祈禱も 怠った 事 はない。 おぎ 

ん はか 戸 端の 無花果 のかげ に、 大きい 三日月 を 仰ぎな 

がら、 しばしば 熱心に 祈禱を 凝らした。 この 垂れ髪の 

童女の 祈禱 は、 こう 云う 簡単な ものな ので ある。 



「憐 みのおん 母、 おん 身に おん 礼 をな し 奉る。 流人と 

なれる：^sの子供、 おん 身に 叫び をな し 奉る。 あわれ 

この 涙の 谷に、 柔軟の おん 眼 を めぐらさせ 給え。 お 

クリスマス よ あくま 

すると ある 年の なたら (降誕 祭) の 夜、 悪魔 は 何人 

まごし ち いえ 

かの 役人と 一し よに、 突然 孫 七の 家へ はいって 来た。 

いろり とぎ た もの 

孫 七の 家に は 大きな 囲 炉裡に 「お 伽の 焚き物」 の 火が 

すす 

燃えさ かってい る。 それから 煤び た 壁の 上に も、 今夜 

だけ は 十字架が 祭って ある。 最後に 後ろの 牛小屋へ 行 

けば、 様の 産湯の ために、 飼 桶に 水が 湛 えられ 

うなず なわ 

ている。 役人 は 互に 頷き 合いながら、 孫 七 夫婦に 緦 



を かけた。 おぎん も 同時に 括り 上げられた。 しかし 彼 

けしき アニマ 

等 は 三人と も、 全然 悪びれる 気色はなかった。 霊魂の 

せめく 

助かりの ためなら ば、 いかなる 責苦も 覚悟で ある。 お 

あるじ おんか ご 

ん主は 必ず 我等の ために、 御 加護 を 賜わる のに 違い 

よ とら てんちょう 

ない。 第一な たらの 夜に 捕われた と 云う の は、 天寵 

の 厚い 証拠で はない か？ 彼等 は 皆 云い 合せた ように、 

いまし のち 

こう 確信して いたので ある。 役人 は 彼等 を 縛め た 後、 

代官の 屋敷へ 引き立てて 行った。 が、 彼等 は その 途中 

やみよ ごこうたん じゅ 

も、 暗夜の 風に 吹かれながら、 御 降誕の 祈禱を 誦しつ 

づけた。 

「Y^ の 国に お生まれ なされた おん 若君 様、 今 はい 



ず こに まします か？ おん 讃め 尊め 給え。」 

悪魔 は 彼等の 捕われた の を 見る と、 手 を 柏って 喜び 

笑った。 しかし 彼等の けなげな さまに は、 少 からず 腹 

を 立てたら しい。 悪魔 は 一 人に なった 後、 忌々 しそう 

つば いしうす 

に 唾 をす るが 早い か、 たちまち 大きい 石臼に なった。 

そうして ごろごろ 転がりながら 闇の 中に 消え失せ てし 

まった。 

まごし ち 

じょ あん 孫 七、 じょ あんなお すみ、 まりやお ぎんの 

ろ-つ てんしゅ 

三人 は、 土の 牢に 投げ こまれた 上、 天主の おん 教を捨 

せめく あ 

てるよう に、 いろいろの 責 苦に 遇わされた。 しかし 

みずぜめ ひぜめ 

水 責ゃ火 貴に 遇っても、 彼等の 決心 は 動かなかった。 



たとい 皮肉 は 爛れる にしても、 はらい そ (天国) の 門 

しんぼう 

へ はいるの は、 もう 一息の 辛抱で ある。 いや、 天主の 

大恩 を 思えば、 この 暗い 土の 牢 さえ、 そのまま 「はら 

いそ」 の 荘厳と 変り はない。 のみならず 尊い 天使 ゃ聖 

徒 は、 夢と もうつつ ともつ かない 中に、 しばしば 彼等 

を 慰めに 来た。 殊にそう いう 幸福 は、 一 番 おぎん に 恵 

まれたら しい。 おぎん はさん • じょ あん. ばちす たが 

大きい 両手の ひらに、 蝗を 沢山 掬い上げながら、 食え 

と 云う 所 を 見た 事が ある。 また 大 天使が ぶりえ るが、 

白い 翼 を 畳んだ まま、 美しい 金色の 杯 に、 水 を くれ 

る 所 を 見た 事 も ある。 



代官 は 天主のお ん教は 勿論、 釈迦の 教も 知らな かつ 

ノ J うじょう 

たから、 なぜ 彼等が 剛情 を 張る のか さっぱり 理解が 

出来なかった。 時には 三人が 三人と も、 気違いで はな 

いかと 思う 事 もあった。 しかし 気違いで もない 事が わ 

かると、 今度 は 大蛇と か J 角 獣と か、 とにかく 人倫に 

は 縁の ない 動物の ような 気がし 出した。 そう 云う 動物 

を 生かして 置いて は、 今日の 法律に 違う ばかり か、 一 

あんき かかわ わけ 

国の 安危に も 関る 訣 である。 そこで 代官 は 一月ば か 

リ、 土の 牢に 彼等 を 入れて 置いた 後、 とうとう 三人と 

も 焼き殺す 事に した。 (実 を 云えば この 代官 も、 世間 

力 力 わ 

一般の 人々 のように、 一国の 安危に 関る かどう か、 そ 



んな事 は ほとんど 考えなかった。 これ は 第一に 法律が 

あり、 第二に 人民の 道徳が あり、 わざわざ 考えて 見な 

いで も、 格別 不自由 はしなかった からで ある。) 

まごし ち しゅうと 

じょ あん 孫 七 を 始め 三人の 宗徒 は、 村 はずれの 

けいじょう けしき 

刑場へ 引かれる 途中 も、 恐れる 気色 は 見えなかった。 

刑場 はちょう ど 墓 原に 隣った、 石ころの 多い 空き地で 

ある。 彼等 は そこへ 到着す ると、 一 々罪状 を 読み聞か 

のち かくば しら くく 

された 後、 太い 角柱に 括りつ けられた。 それから 右 

にじよ あんなお すみ、 中央に じょ あん 孫 七、 左に ¥^ 

別お ぎんと 云う 順に、 刑場の まん 中へ 押し立てられた。 

せめく 

おすみ は 連日の 責 苦の ため、 急に 年 をと つたよう に 見 



ら、 癇 高い 声に 叱りつ けた。 

「お前 も 悪魔に 見入られた のか？ 天主の おん 教を捨 

てた ければ、 勝手にお 前 だけ 捨てる がかい。 おれ は 一 

人で も 焼け死んで 見せる ぞ。」 

とも 

「いえ、 わたし もお 供 を 致します。 けれども それ は I 

I それ は」 

おすみ は 涙 を 呑み こんでから、 半ば 叫ぶ ように 言葉 

を 投げた。 

「けれども それ は はらい そ へ 参りたい からで は ござい 

ません。 ただ あなたの、 —— あなたの お供 を 致す ので 

ございます。」 



孫 七 は 長い間 黙って いた。 しかし その 顔 は 蒼 ざめ 

たり、 また 血の 色 を 漲らせた りした。 と 同時に 汗の 

玉 も、 つぶつぶ 顔に たまり 出した。 孫 七 は 今 心の 眼に、 

彼の 霊魂 を 見て いるので ある。 彼の 霊魂 を 奪い合う 天 

使と 悪魔と を 見て いるので ある。 もし その 時 足 もとの 

おぎん が 泣き伏した 顔 を 挙げずに いたら、 II いや、 

もうお ぎん は 顔 を 挙げた。 しかも 涙に 溢れた 眼に は、 

不思議な 光 を 宿しながら、 じっと 彼 を 見守って いる。 

この 眼の 奥に 閃いて いるの は、 無邪気な 童女の 心ば 

かりで はない。 「流人と なれる^ の 子供」、 あらゆる 

人間の 心で ある。 



その 時大 歓喜の あまり、 大きい 書物に 化けながら、 

夜中 刑場に 飛んで いたと 云う。 これ もそう 無性に 喜ぶ 

ほど、 悪魔の 成功だった かどう か、 作者 は 甚だ 懐疑 的 

である。 

(大正 十 一 年 八月) 
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